
 
 
 
 
 
 
 
 厚生労働省では、全国で休業４日以上の死傷災害で最も件数が多い「転倒災害」を減少させるため、 

   「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト２０１５」 の取組を推進しています。 

 趣 旨    転倒災害は休業４日以上の死傷災害の２割以上を占め災害の種類の中では最も件数が多い。 特に、高年齢労働者が転倒災害を発生

させた場合にその災害の程度が重くなる傾向にある。 

今後、労働力人口の高齢化の一層の進行が見込まれることから、事業場における転倒災害防止対策の徹底により、安心して働ける

職場環境を実現する。 

 期 間   平成 27年１月 20日から 12月 31日まで  （転倒災害が多発する２月と、全国安全週間の準備月間である６月を重点取組期間とする。） 
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【実施事項】 

① 周知啓発資料等の作成、配布 

② ＳＴＯＰ！転倒災害特設サイトの開設 

（ⅰ）効果的な対策、好事例の紹介 

（チェックリストを含む） 

（ⅱ）保護具等・セミナーの案内 

（ⅲ）積雪、凍結期等の対策 

③ 業界団体等への協力要請 

④ チェックリストを活用した事業場への

指導【主に２月、６月】 

【実施事項】 

① 会員等への周知啓発 

② 事業場への指導援助 

③ セミナー等の開催、教育支援 

④ テキスト、周知啓発資料等の提

供 

⑤ 保護具等の普及促進 

 

重点取組期間（２月、６月）を中心に、チェックリストを活用した職場の総点検

を行い、安全委員会等での調査審議等を経て、職場環境を改善する。 

【主な転倒防止対策】 

① 段差・継ぎ目等の解消、４Ｓの徹底（床面の油汚れや水濡れ、障害物の

除去） 

② 照度の確保、危険箇所の表示等の「見える化」の推進 

③ 安全な歩き方、作業方法の推進 

④ 作業内容に適した保護具の着用の推進 

【冬季における転倒災害防止対策】 

気象情報を活用したリスクの低減、危険マップの作成等 

図１は、当署管内の事故の型別での休業4日以上の労働災害の推移を示したものです。 

赤色が「転倒災害」です。「転倒災害」が最も多い事故の型になったのは、全国では平成17年以降で、平成26年は22.6％（前年比4.3％増）を占めていま

すが、当署管内では平成22年と昨年（墜落・転落災害と同数）の2年間に最も多い事故の型になり、昨年は全災害の20.0％を占めています。  

図２は、愛媛労働局（愛媛県下）の事故の型別での休業 4日以上の労働災害の推移を示したものです。 

県下では、「転倒災害」は増加傾向にあり、平成 25年以降 2年連続で最も多い事故の型で、昨年は全災害の 22.0％を占めています。 

図３は、管内の主要業種別で平成 18年以降 3年間毎の労働災害を合計し、「転倒災害」の割合を集計したものです。 

「転倒災害」は、3年毎に見るとＨ21-23の期間で増加し、その後も高い割合を維持しています。特に保健衛生業、接客娯楽業での発生割合の

増加がなっています。 

 「転倒災害」は発生するリスクが有る場所が多く対策に二の足を踏みがちですが、労働災害を減少させるためには「転倒災害」を防止する取

組みが不可欠です。この重点取組期間に取組を行って頂くようお願いします。 

  

   
今年の夏は今年の夏は、気温が平年並みか平年より高くなることが見込まれます。熱中症対策を実施して下さい。 

昨年は仕事中の熱中症により、423件の労働災害（休業４日以上）が発生し、その内 12名が死亡しています。 
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図１ 事故の型別労働災害の推移 （今治署）

その他

交通事故（道路）

切れ、こすれ

動作の反動、無理な動作

はさまれ、巻き込まれ

飛来、落下

転倒

墜落、転落

平成

302 298 309 332 301 290

228 293 266 309 312 325

196
260 232

233 219 241
174

140 162 127 144 149124
119 136 130 131 108118
122 118 131 105 114131
117 100 117 108 101

223
236 247 236

194 197

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

21年 22年 23年 24年 25年 26年

図２ 事故の型別労働災害の推移 （愛媛労働局）
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図３ 主要業種別「転倒災害」発生割合の推移
（今治署 休業４日以上 ％）
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６ 月 は 重 点 取 組 期 間 で す 。          

「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト２０１５」の取組を推進しましょう。 
今治労働基準監督署 

「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト 

２０１５」特設サイトをご覧下さい。 

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/

tentou1501.html 
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